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平平泉泉っってていいいいなな
シリシリーーズズ

平泉っってていいいいなな
シリシリーーズズ1111

石川県から石川県から
移住しました！！移住しました！！

　町が主催する「スパルタキャンプin平泉町」　町が主催する「スパルタキャンプin平泉町」
に参加しに参加し、、平泉町の魅力に惹かれ平泉町の魅力に惹かれ、、移住を決意移住を決意
したした駒駒

こまこま
田田
だだ
孝孝
たかたか
行行
ゆきゆき
さん。さん。

　現在は、町宿泊体験交流施設「浄土の　現在は、町宿泊体験交流施設「浄土の館館
たちたち
」」

の管理人として宿泊業務に従事しています。の管理人として宿泊業務に従事しています。
（関連記事P18）（関連記事P18）

世界遺産「毛越寺」に一番近い宿

Jodo-no-Tachi

宿泊交流体験施設

infomation

議会だより

表紙の紹介
　
今
年
は
統
一
地
方
選
挙

の
年
と
な
り
ま
す
。
地
方

は
議
員
の
な
り
手
不
足
が

深
刻
で
、前
回
の
統
一
地
方

選
挙
で
は
、
約
４
分
の
１

の
町
村
が
無
投
票
で
あ
っ

た
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
果
た
し
て
今
年
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
？

　
昨
年
末
、
研
修
に
伺
っ

た
先
進
的
な
改
革
を
行
っ

て
い
る
奥
州
市
議
会
に
お

い
て
も
前
回
は
無
投
票
と

な
り
ま
し
た
。
平
泉
町
議

会
は
「
私
も
や
っ
て
み
た

い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る

議
会
に
変
わ
れ
る
で
し
ょ

う
か
？

し
、
世
界
遺
産
の
町　
平
泉
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
移
住

を
決
意
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
旅
館
で
の
勤
務
経

験
を
活
か
し
、
町
宿
泊
体
験
交

流
施
設
「
浄
土
の
館た
ち
」
の
管
理

人
と
し
て
宿
泊
業
務
に
従
事
し

て
い
ま
す
。「
今
年
は
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
か
ら
の
団
体
客
の
予
約

も
入
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

目
標
で
あ
る
起
業
に
向
け
て
、

町
の
文
化
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

な
ど
を
活
用
し
た
多
様
な
企
画

で
施
設
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
。」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

石
川
県
出
身
の
駒
田
さ
ん

は
、
町
が
主
催
す
る
次
世
代
技

術
者
養
成
講
座
（
ス
パ
ル
タ

キ
ャ
ン
プ
㏌ 
平
泉
町
）
の
第
３

〜
６
期
を
受
講
し
ま
し
た
。
４

平
泉
平
泉
のの
ま
ち
ま
ち
をを
盛盛
りり
上
げ
た
い

上
げ
た
い

　
特
集
「
議
会
改
革
」
に

ご
意
見
を
頂
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

升
沢
博
子　

　

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

未
だ
終
息
に
至
ら
な
い
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
あ
っ
て
は
、
罹
患

さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
医
療
・

福
祉
従
事
者
を
は
じ
め
、
各
事
業
者

の
大
変
困
難
な
状
況
に
立
ち
向
か
っ
て

い
る
す
べ
て
の
方
々
に
、心
か
ら
敬
意

を
表
し
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議

会
で
は
、
町
民
の
皆
様
が
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指

し
て
、
防
災
対
策
、
子
育
て
対
策
、 

医
療
・
福
祉
対
策
な
ど
重
要
課
題

の
解
決
に
向
け
、
住
民
の
代
表
と

し
て
多
様
な
意
見
を
集
約
し
、
執

行
機
関
と
の
真
摯
な
議
論
を
積
み

重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
一
年
が
、皆
様
に
と
り
ま
し

て
幸
多
き
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

平
泉
町
議
会

　

議　

長　
　

髙
橋　

拓
生

　

副
議
長　
　

升
沢　

博
子

　

議　

員

　
　

千
葉
勝
男 　

阿
部
圭
二

　
　

佐
藤
孝
悟 　

氷
室
裕
史

　
　

髙
橋
伸
二 　

猪
岡
須
夫

　
　

真
篭
光
幸 　

稻
葉　

正

　
　

三
枚
山
光
裕 　

大
友
仁
子

カ
月
間
の
志
業
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
の
生

活
を
通
し
、
町
の
人
達
の
人
柄
に
感
動

年
頭
に
あ
た
っ
て

議
会
だ
よ
り
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町民の皆様のご意見・ご要望をお待ちしています。
議会だよりは再生紙を使用しています

編集スタッフ
委
員
長
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部
　
圭
二
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長
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委
　
員
　
大
友
　
仁
子
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議員はどんなことを議員はどんなことを特集
議 会 改 革

区分 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
条 例 案 審 議 定 例 会

３ 月 会 議
定 例 会
６ 月 会 議

定 例 会
９ 月 会 議

定 例 会
12 月 会 議予 算 審 議

決 算 認 定
請願・陳情審査等
議 員 個 人 一 般 質 問 一 般 質 問 一 般 質 問 一 般 質 問
常 任 委 員 会 所管事務調査 所管事務調査 所管事務調査 所管事務調査

特 別 委 員 会
広 報 編 集

コロナ対策 コロナ対策 コロナ対策 コロナ対策
そ の 他 町民と議会との懇談会・町内外議員研修・地域内外行事に参加・自主活動など
＊議会運営員会、議会改革推進会議、全員協議会、町政調査会は随時開催されます。また、常任委員会は必要に応じて随時調査を行います。

＊通年議会制をとっているので、議決が必要な事案があればいつでも議会を開催

町民町民のの声声

若者と意見交換する機会を
選挙権年齢が18歳に引き下
げられたことを踏まえ、若い
うちから政治について考え、
触れる機会をつくることが大切
だと思います。町民の意見が
議会でどのように取り上げら
れているか、町民代表である
議員による議会活動がどう行
われているかをSNSの活用に
より、理解していただく必要
があると考えます。

佐々木由
ゆ
美
み
さん

（平泉字大沢）

町民町民のの声声 議会は検証を
防災無線は、命を守る情報を、
全町民に平等に知らせる伝達
手段では？なぜ、全町民に配布
しないのでしょうか。
議会は可決された予算執行の
検証を必ず行ってほしいと切に
願います。

一関高専４年生

橋階啓
けい
人
と
さん

（長島字竜ケ坂）

区長会との情報交換会

コロナ対策を町に要望

タブレットを使用したオンライン会議

熱い議論が交わされる本会議
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議
会
は
地
方
公
共
団
体
の
意
思
決
定
機
関
と
し
て
、
様
々
な

地
域
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
議
会
の
活
動
が
町
民
に

見
え
に
く
い
と
い
う
指
摘
が
あ
り
ま
す
。

　
平
泉
町
議
会
は
わ
か
り
や
す
い
議
会
運
営
、
見
え
や
す
い
議
員

活
動
へ
と
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
議
会
の
役
割
が
わ
か
ら
な

い
、
議
員
の
な
り
手
不
足
な
ど
ま
だ
課
題
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
よ
り
一
層
の
改
革
を
進
め
る
た
め
、
皆
様
と
と
も
に

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
に

　 
知
っ
て
ほ
し
い

ギ
カ
イ
の
こ
と！

しているの？しているの？
議
会
改
革
、こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

平
成
20
年
４
月
…
町
民
と
議
会
と
の
懇
談
会

平
成
23
年
10
月
…
Ｈ
Ｐ
へ
会
議
録
の
掲
載

平
成
24
年
６
月
… 

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
一
般
質
問
通
告
議
員

の
お
知
ら
せ

平
成
27
年
３
月
…
議
会
映
像
配
信
シ
ス
テ
ム
の
導
入

平
成
28
年
１
月
…
議
会
基
本
条
例
の
制
定

平
成
28
年
１
月
…
会
期
の
運
用
に
よ
る
通
年
議
会
を
導
入

平
成
28
年
４
月
…
政
務
活
動
費
の
支
給
（
一
人
月
額
５
０
０
０
円
）

令
和
３
年
３
月
…
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入

令
和
４
年
３
月
…
議
会
業
務
継
続
計
画
（
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
作
成

令
和
４
年
４
月
…
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
導
入

令
和
４
年
４
月
…
質
疑
回
数
の
撤
廃

区分 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
条 例 案 審 議 定 例 会

３ 月 会 議
定 例 会
６ 月 会 議

定 例 会
９ 月 会 議

定 例 会
12 月 会 議予 算 審 議

決 算 認 定
請願・陳情審査等
議 員 個 人 一 般 質 問 一 般 質 問 一 般 質 問 一 般 質 問
常 任 委 員 会 所管事務調査 所管事務調査 所管事務調査 所管事務調査

特 別 委 員 会
広 報 編 集

コロナ対策 コロナ対策 コロナ対策 コロナ対策
そ の 他 町民と議会との懇談会・町内外議員研修・地域内外行事に参加・自主活動など
＊議会運営員会、議会改革推進会議、全員協議会、町政調査会は随時開催されます。また、常任委員会は必要に応じて随時調査を行います。

町民町民のの声声
事業者支援策の提言を
商工会の副会長をしていま
す。小規模事業者の活動
は地域社会の安定、向上
に非常に欠かせないもの
ですが、近年の社会情勢
により、町内の事業者は
苦境に立たされています。
あらゆる面での支援策の
提言お願いします。

災害時の議決機関、代表機関としての
機能の維持と責務を定めた計画

町民の負託に全力で応える
ため、議会活動の原則を定
めた、議会の最高規範

ペーパーレスによるコスト削減、
情報共有が迅速になり、スピー
ド感のある活動が可能に

議論を深めるため、質疑に１問１答
を導入、これまで３回となっていた
質疑回数を撤廃

※会期を通年とし、議会の判断で必要に応
じて本会議・委員会を開催できるように
なった。災害、感染症などの危機に迅速に
対応できる

千葉直
なお
樹
き
さん

（長島字滝の沢）

※会期とは…議会の活動可能な期間
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特集
議 会 改 革 持続可能な町づくりを目指して持続可能な町づくりを目指して

議会報告会から
ふれあいミーティングへ

青森県八戸市議会
★ 平成27年制定の議会基本条例の検証でマンネリ
化と参加者の減少から意見交換方式のワーク
ショップ、ふれあいミーティングに取り組むこと
になり、令和３年から行っている。

研修
No.2

議会が町民の身近な存在になるために、これから
は広聴、広報をがんばるぞー！！

平 泉 町 議 会 が学んだことが学んだこと

政策提言の新たなかたちへ
岩手県奥州市議会

★政策決議提案サイクル
 市の課題掘り起しに市民の意見把握と現状調査、
市との協議と市民意見調整で議会は発議案を提出。
発議案可決→提言書提出→市の計画反映→提言実現
以上のサイクルで課題解決へ。議員の活動が目に
みえる形に。

研修
No.3

奥州でも市民意見の把握にワールドカフェが力を
発揮、提言の実現に繋がっている。議員の活動は
ＳＮＳで発信、めざせ！スピード感。

平 泉 町 議 会 が学んだことが学んだこと

千葉真
ま
紀
き
子
こ
さん

（平泉字祇園）

町民意見の反映を
道の駅、浄土の郷で働いて
います。平泉町の町づくり
ワークショップに参加した
経験から、議会でも、なん
でも話せるワークショップ
で町民の意見を吸い上げて
ほしいです。

菅原　翼
つばさ
さん

（平泉字花立）

議会をもっと身近に
学習交流施設エピカの職員
として公民館部門を担当して
います。新しい企画を考え
たり、楽しく仕事をしてい
ます。
今まで議会はあまり身近に
思えませんでした。これから
は町民と議員が気軽に話せ
る場がほしいと思います。

町
民
町
民
のの
声声

町
民
町
民
のの
声声
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こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
、
議
会

改
革
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
に
は
、

積
極
的
な
情
報
開
示
と
町
民
の
声
を

拾
い
上
げ
る
広
聴
活
動
が
重
要
で
す
。

　
ま
た
、町
政
課
題
の
解
決
の
た
め

常
任
委
員
会
の
強
化
に
よ
る
政
策

立
案
・
政
策
提
言
の
実
現
を
目
指

し
、
先
進
地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

聞
か
せ
て

皆
様
の
声
を

害獣を町の財産に！
～大槌町の取り組みに学ぶ～

　年々増加する鳥獣被害は当町の農地の荒
廃、離農の大きな原因となっている。官民
連携で取り組む新たな発想は、本町の課題
解決と地域振興の手段として参考になった。

ワールドカフェで町民と繋がる
青森県六戸町議会

★平成27年に議会基本条例制定

★ 基本条例検証を踏まえ町の未来を考え、住みよい
地域づくりを目指してワールドカフェ・スタイル
（席替えする井戸端会議）による町民（中学生、高校
生も）との意見交換会を行っている。

★ 議会改革により町民の意見を吸い上げ、課題に対す
る議員間討議や政策策定と情報発信力の強化に取り
組んでいる。

常任委員会の活動
産業建設常任委員会

多角的な子育て支援を！
　宮古市は、子ども条例の制定により、諸
課題を子どもを含めた官民連携で共有して
いる。山田町では、幼保小の接続事業の充
実を図り、就学後１年間の架け橋期に対応
している。今後の当町の施策に反映してい
きたい。

総務教民常任委員会

議会は改革を進めます議会は改革を進めます
研修
No.1

町の課題解決のため、町民の声を聞くワールドカフェ。
他議会の良いところを取り入れていきます。

平 泉 町 議 会 が学んだことが学んだこと

く
だ
さ
い
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一
般
会
計
補
正
予
算

大
型
駐
車
場
の
活
用
を

　

 　
町
内
イ
ベ
ン
ト
等
開
催
支

援
事
業
補
助
金
２
５
０
万
円

の
減
額
補
正
の
内
容
は
。

　

 　
Ｓ
Ｉ
Ｃ
駐
車
場
に
は
ト
イ
レ

が
無
か
っ
た
こ
と
か
ら
イ
ベ

ン
ト
開
催
は
難
し
か
っ
た
。令和５年度にはトイレも備わる

　

 　
今
後
の
利
活
用
の
方
向
性
は
。

　

 　
藤
原
ま
つ
り
の
駐
車
場
と

し
て
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運

行
も
検
討
し
て
い
る
。
大
型

の
駐
車
場
を
生
か
す
た
め
に

も
、
今
後
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
い
き
た
い
。

問答問答

燃
料
費
高
騰
の
影
響
は

　

 　
各
施
設
の
光
熱
水
費
、燃
料

費
が
増
額
補
正
さ
れ
て
い
る

が
、
ど
の
程
度
の
負
担
の
上

昇
が
見
込
ま
れ
て
い
る
の
か
。

　

 　
電
気
事
業
者
の
値
上
げ
に

伴
い
、
全
体
で
２
０
０
０
万

円
程
度
の
支
出
増
加
が
見
込

ま
れ
て
い
る
。
各
施
設
と
も

冬
期
の
節
電
に
努
め
て
い
る
。

　

 　

電
気
料
金
の
高
騰
に
伴

い
、新
電
力
会
社
へ
の
変
更
、

ま
た
は
再
契
約
は
考
え
て
い

る
の
か
。

　

 　
町
に
と
っ
て
有
利
な
事
業

者
と
の
契
約
を
考
え
て
い
る

が
、
電
力
事
業
者
と
の
契
約

先
を
変
更
で
き
な
い
よ
う
な

状
況
も
あ
る
。
引
き
続
き
安

定
し
た
運
営
を
目
指
し
た
い
。

特
別
会
計
補
正
予
算

町
民
温
泉
の
今
後
は

　

 　
今
後
も
一
般
会
計
か
ら
の

高
額
繰
り
出
し
が
続
く
の
か
。

　

 　
冷
暖
房
器
具
、
ガ
ス
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
等
の
耐
用
年
数
が

せ
ま
り
、
来
年
度
は
設
備
の

更
新
を
考
え
て
い
る
。
例
年

問答問答問答

給食費の徴収・管理方法が変わります
　公会計化の効果は、①教職員の業務負担軽減　②口座振替について、保護者が希望する金融機関の
設定が可能となり、保護者の利便性が向上するなどがあげられます。※公会計とは、地方公共団体の会計

問　学校給食の公会計化のメリットとデメリットは。
答 　導入のメリットは、学校給食費の事務を教育委
員会が実施することにより、給食事務に費やして
きた時間を先生方が子どもたちと向き合う時間に
充てることができる。デメリットは、全国的な例
として収納率が低下する懸念がある。

問 　未納者に対して、児童手当からの
引き落としも考えているのか。

答 　徴収が可能であれば対応したいが、
保護者の同意がなければならないた
め、丁寧に対応していきたい。

よ
り
高
い
予
算
要
求
が
想
定

さ
れ
る
。

　
 　

一
般
会
計
か
ら
の
高
額
繰

り
出
し
の
費
用
対
効
果
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

　

 　
若
干
で
は
あ
る
が
利
用
者

が
戻
り
つ
つ
あ
る
。
近
隣
市

町
村
で
直
営
の
温
泉
が
閉
鎖

さ
れ
る
報
道
が
あ
り
、
町
民

か
ら
は
心
配
の
声
も
あ
る
。

費
用
対
効
果
だ
け
で
は
な

く
、
町
民
に
と
っ
て
欠
か
せ

な
い
施
設
で
あ
り
、
福
祉
向

上
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

 　
健
康
福
祉
交
流
館
の
活
性

化
調
査
の
中
間
報
告
は
。

　

 　
委
託
業
者
と
随
時
打
ち
合

わ
せ
を
し
て
い
る
が
、
ま
だ

公
表
段
階
に
至
っ
て
い
な
い
。町民の憩いの場の今後は

問答問答

町民町民のの生活生活補正
予算
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定
例
会
12
月
会
議

反対です
猪岡議員

福祉に還元を
今 後30年かけて学習
交流施設エピカ建設の借
り入れを返していく中
で、将来世代に多大な負
担となる。昨今、役場以
外の町内業者で給料が上
がっているという話は聞
かない。どこかで削る姿
勢を見せ、福祉に還元す
べきである。

一
般
職
の
給
与
改
正

労働対価に合った給料を
町職員は町民の福祉向上のため、日々
研さんを重ねている。議会としても町職
員の労働環境を含め、町民の福祉向上
に努めなければならない。いたずらに
役場職員の給料を減額すべきではない。

賛成です
髙橋（伸）議員

今こそ賃上げを
今の日本経済において賃上げこそが
必要である。公務員であっても物価高騰
の中で賃上げは必要であると考える。

賛成です
三枚山議員

一般職の給与条例改正
①給料月額の引き上げ…令和４年４月１日遡及改定
　改定率　平均0.3%　※およそ30代半ばまでの職員が該当
　初任給　4000円引き上げ

②勤勉手当の引き上げ…令和４年12月１日遡及改定
　一　般　職　 4.3月→4.4月へ（0.1月引き上げ）
　再任用職員　2.25月→2.3月へ（0.05月引き上げ）

期
末
手
当
の
増
減
は

　

 　
国
と
県
は
、
令
和
３
年
度
期
末

手
当
の
減
額
調
整
を
実
施
し
、平
泉

町
は
実
施
し
な
か
っ
た
が
、
令
和

４
年
は
給
料
を
４
月
ま
で
遡
及
し

て
支
給
す
る
の
か
。

　

 　

４
月
１
日
か
ら
給
料
月
額
を
引

き
上
げ
る
。

問答

段階的な定年延長へ
　令和５年度に60歳に到達する職員から２年に１歳ずつ段階的に定年が引き上げられることを踏ま
え、次の措置が講じられます。

現行 令和5～6年度 令和7～8年度 令和9～10年度 令和11～12年度 令和13年度以降
定年 定年60歳 定年61歳 定年62歳 定年63歳 定年64歳 定年65歳

※定年の引き上げに併せて、現行の60歳定年退職者の再任用制度は廃止し、暫定再任用制度として令和13年度まで暫定措置する。

①役職定年制（管理監督職勤務上限年齢制）の導入
　 組織の新陳代謝を確保し、組織活力を維持するため、役職定年60歳を導入。
②定年前再任用短時間勤務制の導入
　 60歳に達した日以後、定年前に退職した職員に
対して、本人の希望により、65歳まで短時間勤
務の採用ができる制度を導入。
③情報提供・意思確認制度の導入
④給与に関する措置
　 当分の間、60歳を超える職員の給与は７割水準
に設定。

後進の育成を
問 　再任用における管理監督職の運用実績は。
答   　これまで平泉幼稚園と長島保育所に管理
監督職として任用されてきた実績があるが、
来年度からは60歳を超える再任用の管理
監督職は任用されないと認識している。

討
論

支援支援をを重視か重視か
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議案内容と審議結果　賛否のあった議案以外は全員賛成で可決しています。

議案番号 議案及び内容 関連ページ
　条例制定及び一部改正

第45号
印鑑の登録及び証明に関する条例
（コンビニエンスストア等の多機能端末
機による証明書自動交付サービス導入
のための一部改正）

第46号
一般職の職員の給与に関する条例
（給料月額及び勤勉手当の改定のための
一部改正）

6

第47号
職員の定年等に関する条例
（職員の定年の段階的引き上げのための
一部改正）

6

第48号
地方公務員法の改正に伴う関係条例の
整備に関する条例
（職員の定年の段階的引き上げのための
関係条例の整備のための条例制定）

6

第49号
町税条例
（鉱産税の標準税率と整合性を図るため
の一部改正）

第50号
学校給食費に関する条例
（学校給食費の公会計化のための条例
制定）

7

議会定例会12月会議（12月８日～ 15日）

　 　 　 　 　 賛 否 の あ っ た 議 題 （賛成：〇、反対：×）

議員名

議　案

大
友　

仁
子

稻
葉　
　

正

猪
岡　

須
夫

氷
室　

裕
史

阿
部　

圭
二

三
枚
山
光
裕

真
篭　

光
幸

髙
橋　

伸
二

佐
藤　

孝
悟

千
葉　

勝
男

升
沢　

博
子

髙
橋　

拓
生

賛

成

反

対

採
決
結
果

議案第46号　一般職の職員の給与に関する条例 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 10 1 可決

議案第51号　一般会計補正予算（第７号） 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 10 1 可決

議案第53号　健康福祉交流館特別会計補正予算（第２号） 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 10 1 可決
※採決に議長は参加していません。

議長交際費を公表します
10月分　１万 1000円
　　　　　（全史協懇談会、岩手・宮城県際議会懇談会会費）
11 月分　1万円（元町長への御香典）
12 月分　支出はありません

※詳細はHPをご覧ください。

議案番号 議案及び内容 関連ページ
　人事案件

同意
第6号

副町長の選任同意
菅原幹成さん
任期は令和５年１月１日から４年間

10

　令和4年度補正予算

第51号

一般会計（第７号）
（健康福祉交流館への繰出1814万円、
水道・下水道事業会計への補助740万
円、職員人件費1868万円、地域介護・
福祉空間整備等交付金773万円など）

7・8

第52号 国民健康保険特別会計（第２号）
（会計年度任用職員人件費など） 8

第53号
健康福祉交流館特別会計（第2号）
（光熱水費・燃料費640万円、ボイラー
入替工事1100万円など）

7・8

第54号 町営駐車場特別会計（第3号）
（人件費） 8

第55号
下水道事業会計（第1号）
（電気料高騰に伴う一般会計からの補助
金追加など）

8

第56号
水道事業会計（第2号）
（電気料高騰に伴う一般会計からの補助
金追加など）

8

議会定例会３月会議のお知らせ
３月８日（水）～15日（水）

開催予定
※本会議はインターネットで生中継しています。

議案番号 議案及び内容 関連ページ
　令和4年度補正予算

第44号
一般会計補正予算（第6号）
（新型コロナウイルス対策経費…電力ガス食料品等価格高騰緊急支援金3590万円、いわて子育て
世帯臨時支援金3060万円、農業水利施設電気料高騰対策支援635万円、エネルギー価格高騰対策
1315万円、まちはく促進補助600万円など）

8

議会定例会11月会議（11月30日）
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高
齢
の
困
窮
者
へ
支
援
を

　

 　
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
生
活
困
窮
者
冬
季
特
別
給
付

金
は
65
歳
以
上
の
非
課
税
世
帯
を
対
象
と
し
て

い
る
。
一
関
市
と
同
様
に
65
歳
以
上
へ
一
律
に
給

付
す
る
と
い
う
議
論
に
は
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。

ま
た
、
給
付
対
象
に
つ
い
て
伺
う
。

　

 　

65
歳
以
上
の
非
課
税
世
帯
を
対
象
と
し
た
県

の
方
針
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。
給
付
対
象
は

令
和
４
年
の
12
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
非
課
税

の
世
帯
を
対
象
と
し
て
い
る
。
他
に
も
障
が
い
者

の
方
々
を
対
象
に
昨
年
と
同
様
の
実
施
を
考
え
、

４
５
０
世
帯
が
対
象
と
な
る
。
金
額
に
つ
い
て
は

県
の
基
準
を
上
回
る
額
を
計
上
し
て
い
る
。

同
品
質
の
安
価
な
も
の
を

　

 　
現
在
、
単
価
３
０
０
０
円
の
医
療
用
コ
ロ
ナ
検

査
キ
ッ
ト
を
使
用
し
て
い
る
が
、
同
等
の
品
質
で

安
価
な
キ
ッ
ト
も
流
通
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

問答問

今
後
も
検
査
キ
ッ
ト
の
購
入
は
続
く
と
考
え
ら
れ

る
の
で
、
よ
り
安
価
な
キ
ッ
ト
を
購
入
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

 　
価
格
は
一
律
で
は
な
い
た
め
、
状
況
に
応
じ
て

厚
労
省
認
可
の
も
の
で
よ
り
安
価
な
も
の
を
購
入

し
て
い
き
た
い
。

答

コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
な
い
生
活
を

令
和
５
年
の
議
会
は

　

１
月
５
日
か
ら
12
月
27
日
ま
で
の
３
５
７
日
間
に

決
定
し
ま
し
た
。

令和４年度補正予算
会　　　　計 補正額 補正後予算額

一　　般　　会　　計（第6号） 1億633万円 52億1564万円

一　　般　　会　　計（第7号） 5575万円 52億7139万円

国民健康保険会計（第2号） 5万円 8億1820万円

健康福祉交流館会計（第2号） 1814万円 9471万円

町 営 駐 車 場 会 計（第3号） 19万円 5841万円

下水道事業会計
（第1号）

収益的支出 61万円 2億8549万円

資本的支出 39万円 2億1167万円

水道事業会計
（第2号）

収益的支出 762万円 2億8814万円

資本的支出 10万円 4億3487万円

※単位未満を四捨五入しています。

定
例
会
11
月
会
議

定
例
会
１
月
会
議

舞草國
くに
弘
ひろ
さん

（平泉字善阿弥）

町民町民のの声声 物価高に対策を
見えない敵との長い
戦いが続き、物価が
上昇し、必要最小限
のものを買うようにし
ている。子どもたち
へ野菜や物資を届け
る手立てを考えてほ
しい。
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一　般　質　問

問
　
当
町
が
類
似
団

体
と
比
較
し
て
人

件
費
が
高
い
要
因
と
抑
制

策
は
。

町
長
　
文
化
財
業
務

に
対
応
す
る
職

員
が
必
要
で
あ
り
、
人
件

費
に
影
響
を
与
え
て
い

る
。
対
策
は
行
政
改
革
プ

ラ
ン
の
中
で
、
適
正
な
定

員
管
理
と
歳
出
予
算
の
バ

ラ
ン
ス
を
図
っ
て
い
く
。

問
　
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
コ
ス
ト
を
明
ら

か
に
す
る
、事
業
別
コ
ス
ト

計
算
書
を
作
成
し
て
い
る
か
。

総
務
課
長
　
作
成
し
て

い
な
い
。
事

業
実
施
の
効
果
だ
け
で
な

く
、投
資
の
費
用
対
効
果
、

相
対
的
な
評
価
も
必
要
に

な
る
。
健
全
な
財
政
運
営

に
必
要
と
捉
え
て
い
る
の

で
、
今
後
検
討
す
る
。

問
　
令
和
５
年
度
予

算
に
お
け
る
重
点

施
策
は
。

町
長
　
第
６
次
総
合

計
画
前
期
基
本

計
画
の
３
年
目
に
当
た
る
。

予
算
方
針
で
は

・ 

子
育
て
環
境
と
次
世
代

育
成
の
推
進

・
保
健
医
療
の
充
実

・
産
業
の
振
興

の
３
項
目
を
示
し
て
い

る
。
限
ら
れ
た
財
源
の

中
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
的
確

な
反
映
と
効
率
的
、
効
果

的
な
事
業
展
開
に
努
め
て

い
く
。

問
　
不
登
校
児
童
・

生
徒
、
保
護
者
へ

の
ケ
ア
は
。

教
育
長
　
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
を

平
泉
小
学
校
に
隔
週
１
日
、

長
島
小
学
校
に
随
時
、
平

泉
中
学
校
に
毎
週
１
日
配

置
し
、
相
談
体
制
に
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。ま
た
、

適
応
支
援
相
談
員
を
１
名

配
置
、
３
校
の
児
童
・
生

徒
及
び
保
護
者
の
相
談
に

応
じ
、
学
校
生
活
復
帰
へ

の
支
援
に
当
た
っ
て
い
る
。

問
　
適
応
支
援
相
談
員

を
増
や
す
考
え
は
。

教
育
長
　
担
当
者
を
増

や
す
よ
り
、
指

導
方
法
な
ど
を
工
夫
し
な

が
ら
カ
バ
ー
し
て
い
く
。

問
　
学
校
以
外
の
支

援
の
場
所
と
し
て

適
応
支
援
教
室
の
設
置
は
。

教
育
長
　
不
登
校
の
児

童
・
生
徒
の
学

問
　
不
登
校
児
童
・

生
徒
の
状
況
は
。

教
育
長
　
全
国
的
に
増

加
し
て
お
り
、

当
町
で
は
令
和
３
年
度
調

査
で
小
学
校
９
名
、
中
学

校
17
名
と
な
っ
て
い
る
。

校
へ
の
復
帰
を
目
指
し
、

学
習
や
体
験
活
動
の
場
を

提
供
す
る
場
所
と
し
て
学

習
交
流
施
設
エ
ピ
カ
を
想

定
し
て
お
り
、
学
校
、
地

域
の
協
力
も
得
な
が
ら
保

健
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉

協
議
会
に
も
繋
げ
て
い
き

た
い
。

問
　
長
期
欠
席
者
の

学
習
支
援
は
。

教
育
次
長
　
児
童
・
生

徒
の
学
び
を

止
め
な
い
た
め
に
も
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
、

教
室
の
授
業
を
配
信
す
る

こ
と
も
考
え
て
い
る
。議員の

ひとりごと

来年度予算に子育て環境の充実
と謳っている。
平泉の未来を作る宝物、子ども
たちのための財源確保を！

升
ます
沢
ざわ
博
ひろ
子
こ
 議員

自治体経営にはコスト意識も必要では
（コスト計算書は日野市の資料より）

令
和
５
年
度
予
算
の
重
点
施
策
は

答
次
世
代
育
成
、
産
業
振
興
な
ど

不登校児童・生徒への支援は
答適応支援教室の設置を検討
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一　般　質　問

※ 掲載している内容は、質問者自身が
要約し広報委員が校正したものです。
※ 全文は、議会ホームページでご覧
いただけます。

　一般質問は、議員が執行機関である
町長などに対し、事業の状況や将来の
方針などの諸問題について問うものです。
　平泉町では一人60分以内の制限時間
で質問を行います。

P11 升沢　博子 議員
① 令和５年度予算の編成方針
② 不登校児童、生徒の現状と支援策

P12 大友　仁子 議員
① コロナ禍における避難所運営のあり方
② 学校での心肺蘇生教育の普及推進及び
危機管理体制

P13 稻葉　　正 議員
① 水道事業
② 花立ため池
③ガイダンス施設への連絡通路

P14 真篭　光幸 議員
①ふるさと応援寄附金の活用
②マイナンバーカード不安の解消
③子育て政策
④高齢者福祉政策

P15 阿部　圭二 議員
①国民健康保険税の引き下げ
②補聴器購入の補助

P16 髙橋　伸二 議員
① 平泉町防災行政無線デジタル化更新
工事

P17 三枚山光裕 議員
① 新型コロナウイルス感染症「第７波」
の検証と今後の対策
②物価高騰への対策
③保育士の増員

【略　歴】【略　歴】
昭和59年平泉町職員。昭和59年平泉町職員。
農林振興課長、総務課長を歴任後、農林振興課長、総務課長を歴任後、
令和４年３月退職。令和４年３月退職。
令和５年1月1日副町長就任。61歳。令和５年1月1日副町長就任。61歳。

　「夢と希望を持ち、
安心して暮らせる町づくり」　

　町民はもとより訪れる方々にも喜んで頂ける、魅力
あふれる歴史と文化の町平泉を、更に輝ける町づくり
に、誠心誠意努めていきたいと思います。

菅菅
すがすが
原原
わらわら
幹幹
みきみき
成成
しげしげ
副町長副町長

町づくりにかける熱い思いを伺いました

読みやすい
文字
行間を広めにし、読み
やすいユニバーサル
フォントを使用します

議会をもっと身近に
見やすい
誌面
大きめの見出し文字、
見やすいレイアウトに
します

やさしい
表現
難しい言葉はわかりや
すく解説を付けます

皆さんの
声を大事に
町民の皆さんにご登
場いただく場面を増や
していきます

　コロナ禍で見送られていた議会広報研修会が、
２年ぶりに開催されました。
　議会だより「ひらいずみ」に対しての評価は、
読者目線をより重視し、細かな見出しを付け、一
目で内容を把握できるようなものにすること、難
しい用語をわかりやすい表現に改めることなど、
多くの指摘を受けました。
　今一度、原点である町民目線を意識し、努めて
いきたいと思います。

議会広報編集委員長　

一
般
質
問
で
町
の
考
え
を
問
う

ここここがが
聞聞きたい！きたい！
ここここがが
聞聞きたい！きたい！

副 町 長 に 聞 く
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一　般　質　問

問
　
給
水
収
益
の
減

収
状
況
は
。

町
長
　
人
口
減
少
等

に
伴
い
、
水
需

要
の
減
少
傾
向
は
さ
ら
に

強
ま
り
、
今
後
５
年
間
で

約
３
％
減
少
す
る
と
見
込

ん
で
い
る
。

問
　

費
用
の
推
移

は
。

町
長
　
老
朽
化
水
道

管
や
施
設
の
更

新
費
用
は
、
年
間
２
億
円

前
後
、
漏
水
に
係
る
費
用

は
、
年
間
２
０
０
０
万
円

前
後
と
横
ば
い
で
推
移
し

て
い
る
。

問
　
災
害
に
備
え
る

財
源
は
。

町
長
　
水
道
施
設
の

更
新
及
び
耐
震

化
に
係
る
事
業
費
は
膨
大

で
あ
り
、
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
お
り
、
国
の
交
付

金
事
業
等
の
活
用
も
検
討

す
る
。

問
　
他
の
市
町
村
で

は
水
道
使
用
料
を

15
％
程
度
引
上
げ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
平
泉

町
は
。

建
設
水
道

課

長
　
第
５
次
行

政
改
革
プ
ラ

ン
で
は
、
令
和
５
年
度
よ

り
中
長
期
的
な
経
営
戦
略

の
見
直
し
を
行
う
中
で
、

水
道
料
金
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

問
　
令
和
６
年
度
か

ら
水
道
使
用
料
が

上
が
る
の
か
。

建
設
水
道

課

長
　
財
政
投
資

計
画
の
収
支

バ
ラ
ン
ス
に
よ
り
６
年
度

か
ら
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

　
管
路
更
新
も
重
要
な
課

題
で
あ
り
、
浄
水
場
の
耐

震
補
強
工
事
を
ど
の
程
度

進
め
る
か
に
よ
り
、
大
き

く
投
資
が
変
わ
る
。

町
長
　
関
係
者
と
の

協
議
の
下
、
検

討
す
る
。

問
　
農
業
用
水
利
者

と
消
防
関
係
と
の

確
認
は
。

建
設
水
道

課

長
　
一
部
の
方

と
し
か
話
し

て
い
な
い
が
、
広
く
意
見

を
頂
く
。

問
　

時
期
や
計
画

は
。

建
設
水
道

課

長
　
住
民
、
行

政
区
長
と
一

緒
に
早
め
に
進
め
た
い
。

問
　
町
所
有
の
池
が

私
有
地
を
浸
食
し

て
い
る
こ
と
は
大
き
な
問

題
で
は
な
い
か
。

問
　
隣
接
住
民
は
倒

木
に
よ
る
命
の
危

険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
が

対
策
は
。

町
長
　
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
、
危

険
な
場
合
は
速
や
か
に
対

応
す
る
。

問
　
花
立
た
め
池
を

な
く
す
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

建
設
水
道

課

長
　
浸
食
や
堤

防
へ
の
影
響

を
確
認
す
る
。

問
　

公
園
を
造
り
、

子
育
て
し
や
す
く
、

に
ぎ
わ
い
の
場
に
す
る
と

い
う
考
え
は
。

町
長
　
防
火
用
水
の

役
目
、
泥
上
げ

の
提
案
も
あ
る
。水
抜
き
、

発
掘
調
査
、
町
の
方
針
等

を
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
へ
の

連
絡
通
路

稻
いな
葉
ば
　 正

ただし
 議員

議員の
ひとりごと

中尊寺通りからガイダンス施設
に向かう、狭いカーブで事故が
起きる前に、安全な連絡通路を
早急につくるべき。

浸食が進む花立ため池

水
道
使
用
料
の
引
上
げ
は

答
財
政
計
画
の
収
支
に
よ
る

花立ため池を公園に
答町方針を検討する
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問
　
想
定
を

超
え
る
自

然
災
害
が
頻
発
し

て
い
る
。
コ
ロ
ナ

禍
で
の
避
難
所
に

公
共
施
設
、
ホ
テ

ル
や
旅
館
等
の
活

用
は
。

町
長
　
人
と

の
密
を

避
け
る
た
め
、
多

く
の
避
難
所
を
開

設
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
等
を
活
用
し
、
周

知
す
る
。
要
配
慮
者
に
考

慮
し
、
ホ
テ
ル
、
旅
館
等

の
受
け
入
れ
可
能
な
施
設

の
把
握
に
努
め
る
。

問
　
分
散
避
難
で
の

災
害
物
資
の
届
け

先
へ
の
対
応
は
。

町
長
　

基
本
的
に

は
、
各
家
庭
の

備
蓄
品
で
対
応
し
て
も
ら

う
。
物
資
の
配
達
が
必
要

と
な
る
場
合
は
、
関
係
機

関
と
の
連
携
を
視
野
に
対

応
策
を
検
討
す
る
。

問
　
感
染
症
対
策
に

配
慮
し
た
避
難
所

運
営
の
あ
り
方
は
。

町
長
　
定
期
的
な
換

気
や
消
毒
の
徹

底
と
い
っ
た
基
本
的
な
感

染
症
対
策
を
し
て
、
感
染

拡
大
防
止
を
講
じ
る
。
避

難
所
に
お
け
る
マ
ス
ク
や

消
毒
液
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
な

ど
の
必
要
な
物
資
を
確
保

す
る
な
ど
、
事
前
準
備
を

進
め
る
。

に
、教
職
員
だ
け
で
な
く
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
や
プ
ー
ル
監

視
員
を
務
め
る
保
護
者
等

に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、

実
技
講
習
を
行
っ
て
い

る
。
中
学
校
で
の
一
斉
講

習
は
、実
施
し
て
い
な
い
。

問
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置

さ
れ
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
適

切
に
使
わ
れ
ず
に
失
わ
れ

た
命
も
あ
る
。
中
学
校
で

も
、
今
後
一
斉
講
習
を
考

え
て
は
。

教
育
次
長
　
中
学
校
で

は
、
養
護
、

体
育
教
諭
が
講
習
を
受
け

て
い
る
。
今
後
、
中
学
校

で
も
全
教
職
員
が
講
習
を

受
け
る
よ
う
に
検
討
す
る
。

問
　
学
校
に
お
け
る

児
童
・
生
徒
へ
の

問
　
突
然
の
心
停
止

か
ら
救
い
得
る
命

を
救
う
た
め
に
は
、
心
肺

蘇
生
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
知
識
と
技

能
を
普
及
す
る
必
要
が
あ

る
。学
校
に
お
け
る
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
設
置
状
況
は
。

教
育
長
　
町
内
す
べ
て

の
教
育
施
設
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
各
１
台
設
置
し

て
い
る
。
体
育
館
の
入
口

な
ど
、
見
や
す
く
、
直
ぐ

に
使
用
で
き
る
場
所
に
設

置
し
て
い
る
。

問
　

教
職
員
へ
の

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
の
実

施
状
況
は
。

教
育
長
　

小
学
校
で

は
、
消
防
署
か

ら
職
員
を
招
き
心
肺
蘇
生

の
講
習
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
プ
ー
ル
学
習
の
前

心
肺
蘇
生
教
育
の
現
状
は
。

教
育
長
　
小
学
校
で
は

大
人
に
助
け
を

求
め
る
こ
と
、
応
急
手
当

の
大
切
さ
に
触
れ
、
今
後

中
学
校
で
は
、
心
肺
蘇
生

法
の
方
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
正

し
い
使
い
方
の
理
解
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
で
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
活
用
で
き

る
実
践
力
が
身
に
つ
く
と

考
え
る
。

昨年の秋、初めて視察・研修に行く
ことができました。正しく、百聞
は一見に如かずでした。常に防災
意識をして参りたいと思います。

議員の
ひとりごと

大
おお
友
とも
仁
さと
子
こ
 議員

防災グッズの確認を！

学
校
で
の
心
肺
蘇
生
教
育
は

答
発
達
段
階
ご
と
に
指
導
を
行
う

コロナ禍での避難所運営は
答感染拡大防止を講じる
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問
　
80
歳
以
上
の
高

齢
者
世
帯
へ
の
冬

期
間
保
護
施
策
と
し
て
、

町
内
宿
泊
施
設
で
見
守
る

｢

高
齢
者
冬
期
間
寄
宿
舎
施

策｣

を
検
討
で
き
な
い
か
。

町
長
　
自
宅
を
留
守

に
す
る
こ
と
に

抵
抗
を
感
じ
た
り
、
共
同

生
活
へ
の
不
安
な
ど
の
意

見
も
あ
り
、
当
町
で
は
行

わ
な
い
。

問
　
冬
期
間
や
災
害

だ
け
で
な
く
健
康

上
の
問
題
が
あ
っ
た
場
合

の
早
期
対
応
な
ど
、
高
齢

者
世
帯
の
見
守
り
は
重
要

で
あ
る
。
高
齢
化
社
会
へ

の
課
題
へ
の
取
り
組
み
と

し
て
必
要
で
は
な
い
か
。

保
健
セ
ン
タ
ー

所

長
　
宿
泊
施

設
の
確
保

や
人
員
な
ど
の
課
題
が
あ

る
。
平
泉
の
コ
ン
パ
ク
ト

さ
を
い
か
し
、
地
域
の
つ

な
が
り
が
あ
れ
ば
と
考
え

る
。

問
　
コ
ロ
ナ
禍
で
事

業
者
や
農
家
が
苦

し
ん
で
い
る
。
収
入
の
少

な
い
町
民
へ
の
支
援
に
国

保
税
を
引
き
下
げ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

町
長
　
収
入
の
減
少

や
物
価
高
騰
を

心
配
し
て
い
る
。
前
年
の

３
割
以
上
の
収
入
減
少
で

減
免
を
し
て
い
る
。今
後
、

歳
出
の
増
加
が
予
想
さ

れ
、
引
き
下
げ
は
慎
重
に

検
討
し
て
い
く
。

問
　
基
金
が
増
え
る

と
保
険
税
は
安
く

な
る
の
か
。

町
民
福
祉

課

長
　
保
険
税
が

安
く
な
る
こ

と
は
な
い
。
町
は
県
下
で

も
安
い
方
で
、
保
険
税
で

納
付
金
を
賄
う
状
況
で
は

な
い
。
今
後
保
険
税
を
上

げ
な
い
よ
う
検
討
し
て
い

く
。問

　
国
保
世
帯
の
平

均
所
得
は
ど
の
く

ら
い
か
。

税
務
課
長
　
令
和
３
年

度
の
平
均
所

得
は
81
万
１
０
０
０
円
、

令
和
４
年
度
は
77
万

２
０
０
０
円
で
あ
る
。

問
　
２
０
１
６
年
の

国
保
加
入
者
の
２

割
以
下
が
農
林
水
産
業
や

自
営
で
あ
る
。
８
割
が
無

職
や
被
用
者
で
、
国
保
税

を
下
げ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。町

民
福
祉

課

長
　
国
保
世
帯

は
無
職
、
年

金
生
活
者
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
。
し
か
し
、
医
療
費

は
か
か
る
。
市
町
村
の
保

険
料
だ
け
で
な
く
、
知
事

会
や
町
村
会
で
安
定
し
た

制
度
に
し
て
い
く
べ
き
で

あ
る
。

問
　
補
聴
器
購
入
補

助
を
多
く
の
市
町

村
で
行
っ
て
き
て
い
る
。

補
助
制
度
の
考
え
は
。

町
長
　
補
聴
器
の
購

入
補
助
は
、
身

体
障
が
い
者
手
帳
交
付
の

方
が
対
象
で
あ
る
。
国
の

動
向
を
注
視
し
、
福
祉
・

介
護
制
度
の
充
実
と
不
安

解
消
に
努
め
る
。

問
　
認
知
症
の
前
段

階
で
は
復
帰
が
可

能
だ
と
い
う
こ
と
だ
が
、

補
聴
器
は
こ
の
と
き
に
必

要
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

保
健
セ
ン
タ
ー

所

長
　
難
聴
が

認
知
症
の

発
生
の
要
因
に
含
ま
れ
て

い
る
。
補
聴
器
が
必
要
か

も
含
め
て
相
談
し
て
ほ
し

い
。

阿
あ
部
べ
圭
けい
二
じ
 議員

補聴器で難聴者が普通に暮らせる町を

議員の
ひとりごと

誰もが補聴器を購入できる環境整備
が必要ではないでしょうか。

国民健康保険証

国
保
税
の
引
き
下
げ
は答

慎
重
に
検
討
す
る

補聴器の補助金制度は
答補聴器の必要性も含めて相談
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一　般　質　問 一　般　質　問

問
　
80
歳
以
上
の
高

齢
者
世
帯
へ
の
冬

期
間
保
護
施
策
と
し
て
、

町
内
宿
泊
施
設
で
見
守
る

｢

高
齢
者
冬
期
間
寄
宿
舎
施

策｣

を
検
討
で
き
な
い
か
。

町
長
　
自
宅
を
留
守

に
す
る
こ
と
に

抵
抗
を
感
じ
た
り
、
共
同

生
活
へ
の
不
安
な
ど
の
意

見
も
あ
り
、
当
町
で
は
行

わ
な
い
。

問
　
冬
期
間
や
災
害

だ
け
で
な
く
健
康

上
の
問
題
が
あ
っ
た
場
合

の
早
期
対
応
な
ど
、
高
齢

者
世
帯
の
見
守
り
は
重
要

で
あ
る
。
高
齢
化
社
会
へ

の
課
題
へ
の
取
り
組
み
と

し
て
必
要
で
は
な
い
か
。

保
健
セ
ン
タ
ー

所

長
　
宿
泊
施

設
の
確
保

や
人
員
な
ど
の
課
題
が
あ

る
。
平
泉
の
コ
ン
パ
ク
ト

さ
を
い
か
し
、
地
域
の
つ

な
が
り
が
あ
れ
ば
と
考
え

る
。

総
務
課
長
　
他
の
自
治

体
と
の
差
別

化
を
図
る
と
い
う
意
味
合

い
か
ら
も
、
平
泉
な
ら
で

は
の
無
形
の
返
礼
品
と
し

て
の
必
要
性
は
認
め
る
。

　
関
係
者
の
な
か
で
意
見

を
求
め
、
検
討
し
た
い
。

問
　
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
の
使
途
と

し
て
、
景
観
保
全
や
環
境

保
全
事
業
な
ど
の
権
限
を

区
長
会
に
一
任
し
、
住
民

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
事
業
へ
の
活
用
を
検
討

で
き
な
い
か
。

総
務
課
長
　
地
域
の
方

が
参
加
す
る

地
域
づ
く
り
へ
の
共
同
事

業
な
ど
に
活
用
で
き
る
か

検
討
し
た
い
。

問
　
平
泉
の
文
化
遺

産
を
身
近
に
感
じ

体
験
す
る
宿
泊
型
（
発
掘

体
験
・
出
土
品
仕
分
け
作

業
な
ど
）
や
平
泉
学
を
親

子
で
学
ぶ
学
習
型
な
ど
、

平
泉
ら
し
い
返
礼
の
あ
り

方
は
ど
う
か
。

問
　
旅
行
先
に
ふ
る

さ
と
納
税
す
る
と
、

返
礼
品
と
し
て
現
地
で
使

え
る
電
子
商
品
券
が
も
ら

え
る｢

旅
先
納
税｣

の
導

入
を
検
討
で
き
な
い
か
。

町
長
　
決
済
シ
ス
テ

ム
の
導
入
や
参

加
事
業
者
の
課
題
も
あ

り
、
導
入
自
治
体
の
状
況

調
査
と
町
内
事
業
者
の
意

向
を
踏
ま
え
研
究
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
不
安
の
解
消

・
子
育
て
政
策

真
ま
篭
ごめ
光
みつ
幸
ゆき
 議員

人口減少が加速しています。昨年・本年
と出生児は 30 人未満です。一方、80
歳以上の高齢者数は過去最高です。若
い世代の町への定住策と高齢者の見守
り策の両立が求められています。

議員の
ひとりごと

地域が参加する景観・環境保全事業

ふ
る
さ
と
納
税
活
用
に
連
携
は

答
地
域
づ
く
り
事
業
へ
も
検
討
す
る

冬期寄宿舎の検討は
答地域の中で暮らせる支援をする
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一　般　質　問

問
　
県
内
で
最
多
の

死
者
数
と
な
っ
た

「
第
７
波
」
の
検
証
を
行

い
、
感
染
防
止
策
を
講
じ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

考
え
を
伺
う
。

町
長
　
全
管
理
職
を

構
成
員
と
す
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
係
る
危
機
対
策
本

部
会
議
を
定
期
的
に
開
催

し
、
全
国
や
県
の
感
染
状

況
や
傾
向
を
把
握
し
な
が

ら
対
応
策
を
講
じ
て
き
た
。

　
町
民
へ
の
基
本
的
な
感

染
防
止
対
策
徹
底
の
呼
び

か
け
や
保
育
施
設
の
休
業

措
置
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
、

社
会
防
衛
と
し
て
の
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施

な
ど
の
検
討
も
こ
の
会
議

で
行
っ
て
き
た
。

問
　
観
光
客
も
戻
り

つ
つ
あ
り
、
町
内

事
業
者
の
意
識
の
変
化
も

あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
対
策

の
検
証
の
下
、
今
後

の
対
策
を
講
じ
る
必

要
が
あ
る
。
考
え
を

伺
う
。

町
長
　
非
課
税

世
帯
や
子

育
て
世
代
、
農
業
者

及
び
土
地
改
良
区
、

中
小
企
業
者
、運
送
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
宿

泊
事
業
者
、
福
祉
事

業
者
、
学
校
給
食
へ
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

　
12
月
会
議
の
補
正
予
算

で
は
水
道
、
下
水
道
会
計

へ
の
繰
出
金
な
ど
多
岐
に

わ
た
っ
て
高
騰
分
の
支
援

を
行
い
、
そ
の
負
担
の
軽

減
を
図
っ
て
き
た
。

　
今
後
も
、
対
応
が
必
要

な
も
の
に
つ
い
て
は
、
各

担
当
部
署
で
直
接
の
聞
き

取
り
や
要
望
等
を
受
け
な

が
ら
支
援
を
検
討
し
た
い
。

町
長
　
保
育
ニ
ー
ズ

は
多
岐
に
わ
た

り
、
保
育
の
質
の
向
上
が

求
め
ら
れ
、
保
育
士
に
か

か
る
負
担
の
増
加
も
懸
念

さ
れ
て
い
る
。

　
本
来
、
国
で
は
保
育
士

の
配
置
基
準
の
抜
本
的
な

見
直
し
に
向
け
て
早
期
に

検
討
す
べ
き
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。

　
当
町
で
は
子
ど
も
の
人

数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、

保
育
士
の
配
置
状
況
と
し

て
４
歳
児
、
５
歳
児
の
ク

ラ
ス
は
、
国
の
基
準
を
上

回
る
配
置
で
、
現
時
点
で

は
増
員
は
考
え
て
い
な
い
。

　
今
後
は
、
国
の
子
育
て

政
策
な
ど
に
も
注
視
し
、

ま
た
、
当
町
の
出
生
数
な

ど
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
保

育
の
質
と
保
育
士

が
働
き
や
す
い
環

境
が
維
持
で
き
る

よ
う
、
常
に
保
育

状
況
を
把
握
し
、

必
要
に
応
じ
て
検

討
す
る
。

問
　
保
育
職
場
の
働

く
環
境
は
過
酷
と

言
わ
れ
る
。
保
育
現
場
の

環
境
を
改
善
す
る
た
め

に
、
町
立
保
育
所
の
配
置

基
準
を
見
直
し
、
増
員
を

す
べ
き
と
思
う
が
、
考
え

を
伺
う
。

議員の
ひとりごと

え？どこ？急遽の賛成討論！猪岡議員と伸二議員の
討論中に発言要旨を考えメモ。ところが、どこに書
いたか分からない！もっと濃い鉛筆だなぁ！

三
さん
枚
まい
山
やま
光
みつ
裕
ひろ
 議員

町内事業者への影響は

子どもの安全の担保を

経
済
・
物
価
対
策
は

答
多
く
の
高
騰
支
援
策
を
講
じ
た

保育士の増員を
答必要に応じて検討する
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一　般　質　問 一　般　質　問

問
　
防
災
行
政
無
線

の
デ
ジ
タ
ル
化
更

新
工
事
に
伴
い
受
信
障
害

が
発
生
し
て
い
る
。
災
害

時
に
留
ま
ら
な
い
住
民
へ

の
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
で

あ
り
、
設
備
更
新
が
命
題

で
は
な
い
か
。

町
長
　
受
信
不
良
は

14
区
・
15
区
を

中
心
に
発
生
し
て
い
る
。

受
信
障
害
の
解
消
対
策
と

し
て
、
外
部
ア
ン
テ
ナ
の

設
置
に
よ
る
対
策
を
進
め

て
い
る
。
新
た
に
中
継
局

の
設
置
が
必
要
か
ど
う

か
、
委
託
業
者
と
検
討
し

た
い
。

問
　
工
事
を
受
注
し

た
事
業
者
は
受
信

障
害
の
解
消
対
策
と
し
て

「
中
継
局
の
設
置
が
必
要
」

と
の
調
査
結
果
を
町
に
提

出
し
た
。
町
は
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
。

総
務
課
長
　
ア
ン
テ
ナ

設
置
で
の
解

消
を
第
一
義
と
し
、
そ
れ

で
も
受
信
不
良
が
改
善
し

な
い
場
合
は
、
中
継
局
の

設
置
が
必
要
に
な
る
と
考

え
る
。

問
　
防
災
行
政
無
線

は
、
町
民
の
命
と

財
産
を
守
る
た
め
の
シ
ス

テ
ム
の
一
つ
で
あ
る
。
デ

ジ
タ
ル
化
移
行
後
も
受
信

障
害
が
起
き
な
い
設
備
を

作
る
の
が
基
本
だ
が
そ
の

決
意
は
。

総
務
課
長
　
今
回
の
更

新
に
よ
っ
て

緊
急
時
に
受
信
が
で
き
な

い
と
い
う
事
態
が
あ
っ
て

は
い
け
な
い
。
工
事
完
了

後
も
、
安
定
的
、
継
続
的

に
受
信
で
き
る
状
況
か
を

確
認
し
、
障
害
が
発
生
す

る
事
態

が
あ
れ

ば
中
継

局
を
設

置
す
る

方
向
で

検
討
す

る
。

で
は
な
い
か
。

総
務
課
長
　
戸
別
受
信

機
を
希
望
し

な
か
っ
た
世
帯
に
対
し
、

設
置
を
呼
び
掛
け
る
対
応

も
考
え
た
い
。
多
く
の
住

民
が
、
必
要
な
情
報
を
入

手
で
き
る
体
制
づ
く
り
を

進
め
る
。

問
　
住
民
が
安
心
し

て
日
常
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
環
境

は
、
不
断
に
行
政
が
最
大

限
の
努
力
を
し
て
い
く
こ

と
で
あ
り
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
上
か
ら
も
極
め
て
大

切
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長
　
指
摘

が
あ
っ

た
事
柄
に
つ
い
て
は

認
識
し
て
い
る
。
対

応
で
き
て
い
な
い
も

問
　
町
民
の
生
命
・

財
産
を
守
る
防
災

体
制
の
拡
充
は
、
既
存
の

シ
ス
テ
ム
に
と
ら
わ
れ
な

い
、
現
状
に
即
し
た
情
報

提
供
の
ツ
ー
ル
も
必
要
で

は
な
い
か
。

町
長
　
防
災
行
政
無

線
の
活
用
、
自

主
防
災
組
織
と
の
連
携
、

充
実
を
図
る
事
と
ス
マ
ー

ト
ホ
ン
の
普
及
に
合
わ
せ

新
た
な
情
報
発
信
ツ
ー
ル

の
活
用
を
検
討
す
る
。

問
　
防
災
マ
ッ
プ
で

示
す
よ
う
に
「
洪

水
災
害
浸
水
想
定
区
域
や

土
砂
災
害
警
戒
特
別
区
域

内
」
の
家
庭
で
受
信
機
の

配
布
を
希
望
し
な
い
家
庭

も
見
受
け
ら
れ
る
。
す
べ

て
の
世
帯
に
戸
別
受
信
機

の
配
布
、
設
置
を
す
べ
き

の
も
あ
り
、
内
容
を
確
認

し
、
町
に
と
っ
て
有
益
な

形
で
進
め
る
。

髙
たか
橋
はし
伸
しん
二
じ
 議員

受信障害の解消対策は中継局の設置が
最善の策だ。想定される 3000 万円
で町民の「生命・財産」が守られると
すれば有益な投資ではないか！！

議員の
ひとりごと防災行政無線局（西行桜の森）

防災行政無線家庭用戸別受信機（２種類）

命
を
守
る
情
報
提
供
ツ
ー
ル
を

答
ス
マ
ホ
を
活
用
し
た
ツ
ー
ル
を
検
討

防災無線の受信障害解消は
答中継局の設置を含め検討

議会だより   第178号 16


